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令 和 ２ 年 ９ 月 ２ ５ 日 

北 海 道 大 学 

北 海 道 開 発 局

広域複合災害と北海道開発分野に関する連携を更に強化！ 

～北大広域複合災害研究センターとの連携協力に関する協定を締結～ 

＜締結式の概要＞ 

１． 協定の名称 ：国立大学法人北海道大学広域複合災害研究センターと国土交通省北海道開発局 

との連携協力に関する協定 

２． 日 時   ：令和２年１０月２日（金）14：00～（30分程度）（受付：13：45～） 

３． 場 所   ：北海道大学事務局 ２号館２階大会議室（札幌市北区北８条西５丁目） 

４． 調印者   ：国立大学法人北海道大学広域複合災害研究センター長 山田 孝 

国土交通省北海道開発局長             倉内 公嘉 

５． 締結式次第 ：協定書の概要説明、代表者挨拶、協定書の締結・交換 

６． 取 材 ：取材を希望される報道関係者の方は、 別添申込書 により、ＦＡＸにて 

 １０月１日（木）16：00までにお申込み願います。 

  なお、式終了後、質疑応答の取材時間を設ける予定です。 

  また、取材に当たっては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスクの 

着用、咳エチケット、手指の消毒や手洗いにご協力をお願いいたします。 

 この度、北海道開発局では、北海道大学広域複合災害研究センターと広域複合災害及び北海道

開発分野において、更なる連携強化を図るため、連携協力に関する協定を締結することとなりま

した。

つきましては、この協定に当たり、以下のとおり締結式を行ないますので、お知らせします。 



 別 添 

国土交通省北海道開発局開発調整課 宛て （FAX 011-709-9215）

申 込 書（報道関係者） 

「連携協力に関する協定締結式」の傍聴・取材を希望する場合は、本様式により、上記

宛先までＦＡＸでお申込みください。 

申込締切は、１０月１日（木）１６：００です。 

■会社名及び部署名

■傍聴・取材者 役職・氏名（全員の役職・氏名を記載願います）

①（代表者）

② 

③ 

④  

■テレビカメラ持込みの有無（該当するものに○をつけてください）

有 ・ 無 

■連絡先（代表者の連絡先）

※ご記入いただいた個人情報については、本件に関する連絡以外では使用いたしません。



国立大学法人北海道大学広域複合災害研究センターと国土交通省北海道開発局との
連携協力に関する協定

国 立 大 学 法 人 北 海 道 大 学
広 域 複 合 災 害 研 究 セ ン タ ー

国 土 交 通 省 北 海 道 開 発 局

広域複合災害の事前（予
防・予測）、発生時（緊急時
対応）、事後（復旧・復興対
応）を一貫したアウトリーチ
にも重点をおいて研究を行
う「研究開発」

大学院共通授業科目の実
施，防災に係る研究者の人
材育成，社会人（防災担当
者）の再教育などの「防災
教育」

平常時の防災知識の普及，
緊急時の専門的な助言など
の「社会貢献」 等

自然災害に強い21世紀型

の社会を創世するための国
土計画，減災対策，産業配
置構造などの面から強靱化
社会創生に関する研究・人
材育成 等

北海道総合開発計画を推進
するための北海道開発事業
の実施

北海道開発局所管施設の
維持・管理

積雪寒冷地特有の諸課題に
対応するための新技術、新
工法の開発

安全な地域を実現していくた
めの防災・減災対策の推進

自然災害に対応した各種復
旧等の対応 等

北海道開発に係る、より効
果的・効率的な施策・事業の
推進

大規模自然災害発生時にお
ける、より迅速かつ適切な対
応の実施 等

【目的】
◆広域複合災害・北海道開発分野

における
研究・技術開発、人材育成の推進

①北海道開発に係る施策・事業に対す
る助言

②災害対応に関する助言
③教育・研究上の情報交換

連携協力協定

①研究集会、講義等への参画
②研究プロジェクトへの参画
③教育・研究上の情報交換

緊密な連携・協力の推進
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